


なぜ、このような取組が実現できたか。

１ 県教育委員会が関与

３ 徹底した事業の「見える化」という発想

２ 生涯学習課（社会教育主事）が所管
（学校教育課との連携）

○教育委員会が率先して企業等と連携する姿を学校に見せる。

○生涯学習・社会教育主管課だからこそできる。

○「しが学校支援メニューフェア」の開催（相互互恵関係の構築）
















































